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附
則
第
三
十
条
第
一
項
中
「
法
務
大
臣
」
を
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
新
特
例

法
」
を
「
特
例
法
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
二
条
及
び
第
四
十
一
条
中
「
新
特
例
法
」
を
「
特
例
法
」
に
改
め
る
。

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
の
四
第
一
項
中
「
み
な
し
て
、」の
下
に
「
在
留
資
格
認
定
証
明
書
（
」
を
加
え
、「
の
証
明
書
」
を
「
に

規
定
す
る
在
留
資
格
認
定
証
明
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
証
明
書
」
を
「
規
定
に
よ

り
交
付
さ
れ
た
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
五
第
一
項
中
「
入
管
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
証
明
書
」
を
「
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
証
明
書
」
を
「
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
六
第
一
項
中
「
入
管
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
証
明
書
」
を
「
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
証
明
書
」
を
「
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
七
第
一
項
中
「
入
管
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
証
明
書
」
を
「
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
証
明
書
」
を
「
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
在
留
資
格
認
定
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
重
大
な
犯
罪
を
防
止
し
、
及
び
こ
れ
と
戦
う
上
で
の
協
力
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政

府
と
の
間
の
協
定
の
実
施
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

重
大
な
犯
罪
を
防
止
し
、
及
び
こ
れ
と
戦
う
上
で
の
協
力
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
九
条
中
「
法
務
大
臣
」
の
下
に
「
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
」
を
加
え
る
。

（
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第

八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
、
第
九
条
及
び
第
十
一
条
第
一
項
中
「
主
務
大
臣
」
を
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労

働
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
主
務
大
臣
」
を
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
」に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
の
規
定
中
「
主
務
大
臣
」
を
「
中
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項
中
「
主
務
大
臣
」
を
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改

め
る
。

第
十
四
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
主
務
大
臣
」
を
「
出
入
国
在

留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
五
号
ハ
中
「
同
項
第
一
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
三
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に

第
四
十
九
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
主
務
大
臣
」
を
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
」

に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
主
務
大
臣
は
」
を
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
実
習
実
施
者
に
対

し
、
主
務
大
臣
は
監
理
団
体
に
対
し
」
に
改
め
、「
、
実
習
実
施
者
及
び
監
理
団
体
に
対
し
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項

中
「
主
務
大
臣
」
を
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
第
二
項
中
「
主
務
大
臣
は
」
を
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
第
一
号
に
掲
げ

る
者
に
対
し
、
主
務
大
臣
は
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
」
に
改
め
、「
実
習
実
施
者
、
監
理
団
体
そ
の
他
関
係
者
に

対
す
る
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

実
習
実
施
者
及
び
そ
の
関
係
者
（
監
理
団
体
の
関
係
者
を
除
く
。）

二

監
理
団
体
及
び
そ
の
関
係
者
そ
の
他
関
係
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）

第
五
十
三
条
及
び
第
五
十
五
条
中
「
主
務
大
臣
」
を
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
」
に
改
め

る
。

第
百
四
条
第
三
項
中
「
地
方
運
輸
局
長
」
の
下
に「（
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」を
加
え
、

同
条
第
五
項
中
「
主
務
大
臣
の
権
限
（
」
を
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
の
権
限
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
出
入
国
在

留
管
理
庁
長
官
に
委
任
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。）及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
（
第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第

五
項
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
並
び
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

５

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
法
務
大
臣
の
権
限
（
第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
も
の

並
び
に
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
委
任
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
六
条
第
二
項
中
「
主
務
大
臣
」
の
下
に
「
及
び
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
」
を
加
え
る
。

（
検
討
）

第
十
八
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
、
速
や
か
に
、
本
邦
に
在
留
す
る
外
国
人
に
係
る
在
留
管
理
、
雇
用
管
理

及
び
社
会
保
険
制
度
に
お
け
る
在
留
カ
ー
ド
の
番
号
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
四
第
一
項
第
五

号
の
在
留
カ
ー
ド
の
番
号
を
い
う
。）そ
の
他
の
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
番
号
等
の
利
用
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。

２

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
二
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
特
定
技
能

の
在
留
資
格
に
係
る
制
度
の
在
り
方
（
地
方
公
共
団
体
の
関
与
の
在
り
方
、
同
表
の
特
定
技
能
の
項
の
下
欄
第
一
号

又
は
第
二
号
の
技
能
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
の
方
法
の
在
り
方
及
び
同
表
の
技
能
実
習
の
在
留
資
格
に
係
る
制

度
と
の
関
係
を
含
む
。）に
つ
い
て
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
関
係
事
業
者
、
地
域
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を

踏
ま
え
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

石
田

真
敏

法
務
大
臣

山
下

貴
司

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

特
定
興
行
入
場
券
の
不
正
転
売
の
禁
止
等
に
よ
る
興
行
入
場
券
の
適
正
な
流
通
の
確
保
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
百
三
号

特
定
興
行
入
場
券
の
不
正
転
売
の
禁
止
等
に
よ
る
興
行
入
場
券
の
適
正
な
流
通
の
確
保
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

特
定
興
行
入
場
券
の
不
正
転
売
等
の
禁
止
（
第
三
条
・
第
四
条
）

第
三
章

興
行
入
場
券
の
適
正
な
流
通
の
確
保
に
関
す
る
措
置
（
第
五
条

第
八
条
）

第
四
章

罰
則
（
第
九
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
特
定
興
行
入
場
券
の
不
正
転
売
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
防
止
等
に
関
す
る
措
置
等
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
興
行
入
場
券
の
適
正
な
流
通
を
確
保
し
、
も
っ
て
興
行
の
振
興
を
通
じ
た
文
化
及
び
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
並
び
に
国
民
の
消
費
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
心
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
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